
◇日 時◇ 202６年7月27日(月) 10:00～17:00 (昼食休憩12:30～13:30)
※リアル受講のみの設定です。オンライン受講には対応していません。

◇場 所◇ 大阪中小企業投資育成株式会社 セミナールーム

〔大阪市北区中之島３－３－２３ 中之島ダイビル２８階〕

◇対 象 者◇ 経営者・役員・部門統括責任者・経営幹部

◇講 師◇ 日本リーダーシップ・オブ・マネジメント株式会社 代表取締役 村瀬弘介 氏

◇参 加 費◇ 投資先企業 16,500円／人 （うち消費税 1,500円・昼食含まず）

一般企業 33,000円／人 （うち消費税3,000円・昼食含まず）

◇申込方法◇ 裏面に記載。請求書は開催１ヵ月前に発行いたします。

参加費用は請求書到着後､記載の指定口座にお振込みください。

◇申込締切◇ 7月20日(月)

◇お問い合わせ◇ 大阪中小企業投資育成株式会社 セミナー事務局 藪本
530-6128 大阪市北区中之島3-3-23 中之島ダイビル28階

TEL:06-6459-1700 support@sbic-wj.co.jp

～ドラッカー流 経営実践講座～

人の強みを活かすマネジメント

投資育成セミナー（リアル限定）

ドラッカーは、マネジメントを「組織の成果を上げるための機能である」と定義しました。そして、

「人の強みを成果につなげる仕組みをつくること」こそがマネジメントの役割
だと強調しています。その理由はシンプルで、

1. 人は弱点ではなく強みによって成果を上げる

2. 人の強みを把握し、強みを最大限に発揮できる人材配置を行う

3. 強みを明確化し、個人の自己成長と誇り・やりがいにつなげる

4. 強みを活かすことで、人がイキイキ働き、高い成果を上げる組織文化をつくる

5. 強みを成果へと直結することで、組織の生産性を最大化する

ことに要約されます。ヒト・モノ・カネ・情報といった経営資源に制約がある中堅・中小企業だからこそ、

「今ある経営資源の最大活用＝人の強みを活かしたマネジメント」を実践しましょう。

一橋大学法学部卒業。㈱クボタで事業部賞を受賞、その後 人事・教育を担当。

その後広告ベンチャーでマーケティングに関わる。日本経営理念研究所で経営哲学・

理念のセミナー企画を行う。小宮コンサルタンツ・ドラッカー専門コンサルタントを経て

現職。ドラッカーに心酔し、一部上場企業・公的機関・法人会等でのドラッカー経営の

講演や経営理念・戦略コンサルティングを中心に行う。ドラッカーを魂から伝える講演

は、ドラッカーが本質的に理解できた、実践のヒントを掴めたと評価を受けている。

書籍『ドラッカーが教えてくれる、ひとを活かす経営・７つの原則』（産業能率大学）



※参加申込いただきました個人情報は､参加者名簿として講師機関と共有し､セミナーの企画･運営･実施の為に利用する他､
関連するアフターサービス､必要な情報提供及び投資育成制度に関する各種ご案内の為に使用いたします｡
また､申込された方には出席･欠席を問わず講師機関及び弊社より後日ご連絡させていただく場合がございます。

☆お問合せ先☆ 大阪中小企業投資育成株式会社 セミナー事務局 TEL：06-6459-1700

◇申込方法◇

下記申込URLまたは右の二次元コードからお申込ください。

請求書は開催１ヵ月前に発行いたします。
参加費用は請求書到着後､記載の指定口座にお振込みください。

◎リアル申込URL(会場参加)
https://sbic-wj.seminarone.com/se20260727-r/event/

※直接会場にお越しください｡

当日受付にてお名刺を頂戴いたします。

【プログラム】

1．【強み集中の原則】 弱点克服ではなく「強み」で勝負する組織へ

ドラッカーは断言しました。「人が成果を上げるのは、弱みではなく強みによってである」と。
弱点の修正に時間を費やしても、得られるのはせいぜい“平均的”な結果にすぎません。
一方で、強みを徹底的に伸ばせば、競合を圧倒する卓越した成果を生み出せます。

組織の視点を「弱点克服」から「強み集中」へと切り替える、マネジメントの本質が分かります。

2．【最強チームづくりの原則】 メンバーの強みを活かし、弱みを無効化する組織戦略とは？

ドラッカーの説く「適材適所」は、配属の話ではなく、成果を最大化できる人材活用法です。
・その人が最も成果を上げる「仕事」は何か？
・どのような「環境」で本人と組織のパフォーマンスが高まるのか？
ドラッカー式の職場の設計で、メンバーが自ずと高い成果を上げることができるようになります。

3．【強み明確化の原則】 社員本人では気づかない強みを明確化し、自己成長につなげる方法

自己の強みはほとんどの人が気づいていませんが、ドラッカー式の「強みを明確にする面談法」を
用いれば、本人の強みが明確化されます。
社員が強みを意識して動くようになり、成長スピードが劇的に高まります。
「成果につながるセルフマネジメントと成長」のステップを解説します。

4．【成長・挑戦する組織文化の確立】 強みを掛け合わせ、挑戦が止まらない風土へ
強みを活かすマネジメントは、個人の能力向上にとどまらず、組織文化を進化させます。
多様な強みを尊重し、互いに補完し合うことで、社員のエンゲージメントと挑戦意欲を高めます。
成果を「個人」ではなく「強みの組み合わせ」で生み出す、挑戦する一枚岩の組織をつくれます。

5．【成果・生産性の最大化】 「人を活かす経営」を成果に直結させるリーダーの原理

強みを活かすマネジメントは、単なる“優しい経営”ではありません。
むしろ、一人ひとりが自己の成果に厳格な責任を持ち、成長・進化する場です。
個々の強みを組織の貢献へと転換することで、一枚岩の強い組織に進化します。
それこそが、ドラッカーが示した「人を活かす経営」の最終目的です。


